
テーマ 11　“どうして”から始まる札幌の魅力の伝え方 
～君も今日から街歩き研究家～ 

テーマ 12 「世界一幸せな国」デンマークを見て、考えること 

テーマ 1　地域集落×アート×フェスティバル＝森づくり!? 
 ～白老で行われる森づくりが目指していること～ 

テーマ 2　ボードゲーム入門 
～コミュニュケーションツールとしての魅力～ 

髙橋 苗七子　住永 彩花　絹田 瑠香子 (NPO法人ezorock) 
緊張感を壊すという意味のアイスブレイク。初めての人同士だけでは
なく、チームや知っている人同士でも緊張感があるので、普段の会議
前などにも活用できるものです。スタッフの進行で実際に10個ほどの
アイスブレイクを実施し、最後はグループに分かれ、参加者自身の進
行でアイスブレイクを実践をしました。 

テーマ 3　本当に知ってる？アイスブレイク 
～場に合わせた空気の作り方～ 

テーマ 4　北のクレイジージャーニーシリーズ 
～世界の秘境から南極まで見てきたもの～ 

國塚 篤郎 (エコモット株式会社　NPO法人ezorock理事) 
「パラレルキャリア」とは、本業の他、副業とは異なる複数のキャリ
アを持つこと。それが人生を豊かにするのではないかと言われていま
す。人には生活の場や職場又は学校以外のサードプレイス(第三の居
場所)が必要とされ、現にサードプレイスがパラレルキャリアに繋
がっている人も多い。全員で意見交換を実施しました。 

テーマ 5　本業とは異なるもう一つの所属 
「パラレルキャリア」を考える 

崎川 哲一 (NPO法人ezorock) 
参加者の関心が高かった、「地域」というキーワードについて、自分
達が住む場所を決める理由や住んでいる場所はどう盛り上げられるか
等を討論しました。少人数だからこそひとりひとりの生い立ちや思考
について、深く時間をかけて話し合うことができ、他の分科会では味
わえない参加者同士の関わり合いを楽しみました。 

テーマ 6　フリーディスカッションプログラム 

テーマ 7　そのとき自分の人生が動いた 
～地元に帰るまでの葛藤とその後～ 

橋本 正彦氏 (江別港 代表　NPOファシリテーションきたのわ) 
今日、会議を円滑にするうえでファシリテーションは必要不可欠に
なっています。「決める会議」には共有、発散、収束、決定という4
段階があり、進行、書記、時間計測という3つの役割が必要になりま
す。最後には3つの役割や会議のテーマを実際に自分たちで定めて
「決める会議」の実践に挑戦しました。 

テーマ 8　これからの社会人に必須！　 
すぐ使える会議のすすめ方講座 

関根 健司氏 (平取町立二風谷アイヌ文化博物館職員) 
アイヌ語を広めようとずっと活動を続けてきた関根さん。その原動力
にはニュージーランドの先住民族マオリ文化の広まり方へのショック
がりました。関根さんの、周りがどうであろうと今自分がやるべきこ
とを精一杯やることや、何が自分を動かしているか分からなくてもま
ずは行動してみるという想いに参加者は心動かされたようでした。 

テーマ 10　アイヌの世界に飛び込んだ人生 

NPO法人ezorock 会員向け情報誌 

Rock	 The	 Life	 !	ezorock 
www.ezorock .org 

2018.４ 

vol.29 

代
表
の
小
言 

Rock	The	Life	 !	ezorock 
NPO法人ezorock 会員向け情報誌 vol.29　 2018.4 

〒064-0809　札幌市中央区南9条西3丁目1番7号 
TEL/FAX　011-562-0081 
E-mail　info@ezorock.org 
WEB　https://www.ezorock.org/ 
https://www.facebook.com/ezorock/ https://twitter.com/ezorock/ 

先
日、
転
職
支
援
や
人
材
紹
介
な
ど
の
お
仕
事
を

長
く
さ
れ
て
い
る
方
と
飲
ん
で
い
た
と
き
に

「

学
生
か
ら
社
会
人
に
な
っ
た
と
き
こ
そ
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
続
け
る
必
要
が
あ
る」

と
い
う
お

話
を
聞
き
ま
し
た。
私
は、「

入
社
数
年
間
は、
仕

事
に
慣
れ
る
ま
で
難
し
い
の
で
は
？｣

と
お
聞
き

し
た
と
こ
ろ「

い
や
い
や、
草
野
さ
ん。
年
齢
が

上
が
れ
ば
責
任
も
重
く
な
る
し、
決
し
て
余
裕
が

で
き
る
わ
け
で
は
な
い。
む
し
ろ、
早
い
段
階
で

や
ら
な
い
と
！」

私
は、
ハ
ッ
と
し
ま
し
た。
学

生
の
う
ち
は
一
生
懸
命
や
っ
て
い
た
人
も、
社
会

人
に
な
っ
た
途
端
に、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
か
ら
距
離
を

置
く
方
を
た
く
さ
ん
見
て
き
ま
し
た。「

忙
し
い

だ
ろ
う
か
ら
仕
方
が
な
い。
余
裕
が
出
て
か
ら
声

を
か
け
よ
う･･･」

そ
う
考
え
て
い
ま
し
た。
け

れ
ど
も、
実
際
は
違
う
ん
で
す
ね。
仕
事
に
就
け

ば、
忙
し
い
し、
や
る
こ
と
は
常
に
あ
る。
さ
ら
に

年
齢
が
上
が
れ
ば
責
任
も
重
く
な
っ
て
く
る
も

の。
そ
う
考
え
る
と、
入
社
し
た
１
年
目
だ
か
ら

こ
そ、
サー

ド
プ
レ
イ
ス
と
し
て
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
参
加

す
る
こ
と
に
は、
大
き
な
価
値
が
あ
り
ま
す
ね。 

社
会
人
の
皆
さ
ん。
ま
ず
は
薪
割
り
に
で
も
参
加

し
て、
い
つ
も
と
違
う
時
間
を
過
ご
し
て
み
ま
せ

ん
か
？ 

代
表
理
事
　
草
野
　
竹
史 

社
会
人
１
年
生
こ
そ、 

活
動
を
続
け
よ
う
！ 

今月の写真 
全プロジェクトから2017年度の活動写真を集めました。 
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G R EENDAY20 1 8報告 

 2017年度 
活動報告レポート 

2018年2月10日～11日に行われた研修イベントGREENDAYより報告レポートです。 

高橋 優介氏 (北海道道民財団準備会 事務局長　一般社団法人ARCTICA 代表理事) 
非営利組織が活動の資金を集める「ファンドレイジング」について基 
礎から学びました。ポイントは活動の見える化、その具体的な活動内 
容と資金の使用用途、そしてアウトカム。また、いくつかの非営利組 
織の動画を視聴し、実際に寄付するのならばどこに寄付するかを参加 
者が自ら考えて選び、その後各団体の強みやポイントを整理しました。 

テーマ 9　思いだけでは、形にできない 
～活動に必要な資金の集め方～ 

木野 哲也氏 (TOBIU CAMP実行委員会代表)  
かつて、学び舎だった飛生小学校と周囲の森を拠点に芸術祭が開催さ
れています。そこで作るアートは地域を舞台とした身近なもの、住民
に光を当てることができるもので、来場者を受け身の形ではなく、物
語を作る側として参加してもらい来場者と共に1つのアートを作って
いることがわかりました。 

大江 裕子氏 (認定NPO法人芸術と遊び創造協会おもちゃコンサルタントマスター) 
ボードゲームは無意識のうちに論理的思考、コミュニケーション能力、 
勝負の楽しさ、自己主張などが遊びながら身につくものです。自分な 
りのアイディアをいかすことができるため、ゲーム大会や社員研修な 
ど様々な場面で活用できます。様々なボードゲームを体験しながら、 
その魅力を感じることができました。 

奈良 亘氏 (ゲストハウスSappoLodgeオーナー　株式会社GOOD VIBES代表取締役) 
世界各地を旅した奈良さん。「遊ぶためのトレーニングや努力」そし 
てその原動力が「見たいから行く」というのが奈良さんの旅のテーマ 
でした。南極越冬隊時代では、南極までの道のりや現地業務のこと、 
ペンギンやコケなどの南極の自然についての話をメインに、現地の装 
備と南極の氷を持参し、会場を驚かせていました。 

土谷 悠介氏 (しべつ未来塾代表 地元運送会社代表取締役社長) 
池田 貴裕氏 (小樽市産業港湾部商業労政課)　神田 あかり氏 (北海道大学大学院) 
八木 一馬氏 (北海学園大学)　協力：しべつ未来塾 
大学卒業後、地元で就職や活動を行ったゲストに地元に帰るまでのモ
チベーションの変遷や決め手を伺いました。同世代との繋がりや子育
て環境、想いが大切など3人の感じていることを聞いていきました。 

和田 哲氏 (街歩き研究家) 
碁盤の目の街、札幌。札幌中心街と山鼻地区は垂直に接しておらず、
わずかに角度がついています。街ができる過程には、歴史が必ず関与
していると述べられていました。後半は、真駒内、市電、藻岩山、中
島公園といった札幌のまちを子どもや外国人、市民にガイドするなら
というテーマで、グループワークを行いました。 

藤井 柚花氏 (ユースコミュニティデザイン) 髙橋 勇造氏 (NPO法人Kacotam 理事長) 
「世界一幸せな国」といわれるデンマーク。知的水準よりも個々の能 
力を最大限に伸ばすことに重きを置いた教育が行われています。日本 
の教育の現状とデンマークとの差をお話いただき、その後、グループ 
ワークとして、生きにくさを感じたことや、理想の社会のあり方につ 
いて意見を交わしました。 



◆ご寄付(敬称略) 
・あいおいニッセイ同和損害保険 

株式会社 
・BESSパートナーズ 

((株)アールシーコア) 
・古本基金ハピぼん 

(NORTH CREATE) 
・チャリティーライブ「Hot a Live!」 
・その他、個人・活動のみなさま 

◆助成金(敬称略) 
・独立行政法人環境再生保全機構 

地球環境基金 
・コープ未来(あした)の森づくり基金 

◆紙媒体 
・1月 北海道環境財団20周年記念誌 

(草野) 
・2月12日 ジョブキタ(草野) 
・2月14日 北海道新聞(GREENDAY) 
・2月 持続可能な未来をつくる 

ボランティアのためのガイド(団体) 
・3月 みどりの風 No.53(草野) 
・3月 グローバルネット2018年3月号 

(草野) 
・3月 きたネットニュース Vol.06(草野) 

◆テレビ 
・2月3日 TVhけいざいナビ(Sumi Lab) 

2017年総括：今年度は、澄川乾燥野菜推進協議会の事業の
補助および乾燥野菜を使用したレシピ開発を行いました。
次年度は、レシピのとりまとめ、その他、独自で活動を
作っていけるようにしていこうと考えている。(てる) 
活動回数：14回(澄川わくわく食堂 澄川ちょい飲み 澄川地
区総合自主防災訓練) 
活動人数 ：のべ70人 
結果：澄川わくわく広場参加者826名 乾燥野菜レシピ作成5
個　乾燥野菜販売個数1,200パック 
参加者の声：自分のいた地域ではこんな取り組みは無かっ
たので新鮮だった。切り干し大根以外乾燥野菜は食べたこ
とがなく、乾燥野菜を使った料理がこんなに美味しいとは
思わなかった。(20代男性) 

2017年総括：放課後の森の幼稚園の活動では、教育や自然
について学ぶ学生の授業の一環としての参加も多く、学びと
現場をつなげることができた。(ななこ) 
活動回数：151日(放課後自然体験活動・里山づくり体験・
浜益地区大雨被害への支援等) 
活動人数：のべ317人 
結果：放課後自然体験活動では、大人の目を増やすことで
自由度を高めたり遊びを盛り上げられた。里山保全活動では、
強度の高い作業を担当し川の整備を進めることができた。 
参加者の声：石や木を運び、積んで行く作業が、川の流れを
作り、元の形に戻すのに必要なことだと知った。自然の流
れに少し手を加えるやり方は、短期では終わらない作業だ
が、これからも関わって行きたい。(20代女性) 

2017年総括：今年は幼児から小学生に焦点を当て、「デン
マーク式自転車教室」を行いました。子供たちが夢中に楽し
みながらも、体験の中から学びを生み出す活動ができた。
(二号) 
活動回数：活動1日(SAPPORO ♡ BICYCLE DAYS) サイク
ルシェア「ポロクル」現場運営:191日間 
活動人数：活動30人 サイクルシェア「ポロクル」現場運営
スタッフ57人 
結果：デンマーク式自転車教室82人 フリープログラム29人　
チャリンコダイエット13人 
参加者の声：道行く少年に、自転車はどこで乗れますか?と
聞かれ、場所を伝えて、いってらっしゃーい!とお見送り。
ちょっとしたあたたかさを感じられた!(20代男性) 

2017年総括：福島県の子どもたちの長期宿泊キャンプでは、
浜益の果樹園見学やシーカヤック体験などを行った。日帰
り体験活動として「となりのビトイ」を行い、親子に自然の
魅力が感じられる場を提供することができた。(キング) 
活動回数：となりのビトイ・美登位の森開き(石狩市環境教
育推進協議会) 福島の子どもたち北海道へ遊びに行こう(
コープさっぽろ組合員活動委員会) 　エルもりキッズ (エル
ムの森児童会館) 
活動人数：のべ102人 
結果：受け入れ子ども人数82人 
参加者の声：子どもたちと親しくなることができ、たくさ
んの思い出を作ることが出来た。学んだこと、感じたこと
を覚えていてくれたらうれしい。(20代男性) 

2017年総括：薪割りイベントを開催するなど、特に子ども
たちとの関わりが増え、自然体験活動イベントで薪割りやた
き火を行った。活動を通してたくさんの方に森や木の魅力、
エネルギーの繋がりを伝えることができた。(たにちゃん) 
活動回数：薪作りツアー88日　子ども体験受け入れ7日　イ
ベント(COOP育樹祭・植樹祭等)6日等 
活動人数 ：のべ471人 
結果：薪生産約100㎥ 利用店舗11軒(森彦・Plantation・ 
Guest House waya・UNTAPPED HOSTEL・暮らし方冒
険家他)・個人宅18軒 
参加者の声：薪を割るのがスカッとして気持ちいいし、初対
面の人と話したり自然の中で身体を動かすのが新鮮で楽し
かった。(20代男性) 

2017年度活動報告レポート 

広報部 
各プロジェクトチームの広報
をサポートし、活動参加者が
増えるようにサポートを行う。 

研修部 
円滑に活動を実施できるよう
に、スキルアップなどに関す
る研修プログラムを実施する。 

プロジェクトを横断したつな
がりを持つ機会を提供し、情
報共有や協力を生む。 

2017年総括：ezorockに長
年かかわっている人に加え
て、新規で関わり始めたコ
アスタッフやボランティア
も多く参加し、様々な人た
ちが集まり交流をはかるこ
とができた。(よーへー) 
活動回数：交流会3日　忘年
会1日　クリーンデイ3日　 
参加人数 ：交流会のべ49人　
忘年会47人　クリーンデイ
のべ20人 

2017年総括：2月に実施し
たGREENDAY 2018では、
ご講演いただいた多くの講
師の方と参加者一人一人が、
副題である「自分らしい生
き方を描く」ための2日間を
つくることができた。(く
ま) 
活動回数：GREEENDAY 
2018 2日　市町村ナイト(占
冠村)1日　報告会1日 
参加人数 ：GREENDAY 
2018 のべ147人　市町村ナ
イト26人　報告会33人 

2017年総括：今年は活動参
加前の方向けのLINE＠、参
加後の方向けのメールマガ
ジンへの登録数が増えた。
またHPを見て参加したとい
う声を例年より多く聞くこ
とができた。(ななこ) 
活動：ニュースレター発行2
回　メールマガジン発行24
回　FMアップルラジオ放送
10回 
結果 メールマガジン登録
234名　Line@登録133名 

|||     年間カレンダ������|||�

4月 
　・薪作り・薪配達活動 �～3月・石狩市��
　・森っこクラブ �～3月・苫小牧市��
　・澄川わくわく広場 �～3月・札幌市��
　・アースデイ東京出店 �東京都渋谷区� 
　・オーガニックじゃがいも作り �～11月・石狩市��
　・森っこアフタースクール �～11月・苫小牧市��
　・ポロクル現場運営 �～10月・札幌市��
　・むかわ川下りキャンプ �～5月・むかわ町��

5月　�
　・イコロあそびの森Korokko �～3月・苫小牧市��
　・栗山町里山づくりプログラム �～11月・栗山町��
　・ぽかぽか！森のようちえん �苫小牧市� 
　・しむかっぷ村民山菜市 �占冠村� 
　・月に一度は森づくり �～11月・苫小牧市��
　・FMアップルラジオ放送 �～3月・札幌市��
　・中学生の宿泊研修受入 �苫小牧市��

6月�
　・まるやまPLAYWALK �札幌市� 
　・コープの森植樹祭運営補助活動 �当別町��
　・はまなすフェスティバル環境対策活動 �石狩市� 
　・大雪山国立公園旭岳自然保護活動 �～10月・東川町��

7月 
　・千歳さかなつりキャンプ��	市� 
　・もくもく！あそびのひろば �札幌市� 
　・澄川地区自主総合防災訓練 �札幌市� 
　・となりのビトイ �～10月・石狩市� 
　・たまには山へ恩返しin黒岳 �東川町� 
　・SAPPORO ♡ BICYCLE DAYS �札幌市� 
　・イコロ・毎日森のようちえん�～8月・苫小牧市��

8月 
　・環千歳サマーキャンプ1日目 �苫小牧市� 
　・オーガニックじゃがいも収穫 �石狩市� 
　・Rising Sun Rock Festival 2017 in Ezo環境対策活動  

�石狩市・小樽市� 
　・オーガニックファーム堆肥化ツアー �石狩市� 
　・福島の子どもたち北海道へ遊びに行こうツアー  

�石狩市・栗山町� 
　・黒岳クリーンアップ大作戦 �東川町� 
　・たまには山へ恩返しin愛山渓 ������

9月 
　・HTBイチオシ！まつり環境対策活動 �札幌市� 
　・たまには山へ恩返しin旭岳 ����� 
　・澄川パフォーマンス通り環境対策活動�札幌市� 
　・コープの森育樹祭運営補助活動 �当別町��
　・イコロの森FIKAコドモもオトナも森遊び �苫小牧市� 
　・ワインカーニバルinおたる環境対策活動 �小樽市� 
　・ファームステイキャンプ �石狩市� 
　・石狩さけまつり環境対策活動 �石狩市� 

10月 
　・親子向け森遊び体験「森のひろば2017」 �厚真町� 
　・黒松内40kmウォーク �黒松内町� 
　・谷保のそらっこ親子ツアー �安平町� 
　・積丹プログラム �～11月・積丹町� 
　・エルもりキッズ �石狩市��
　・澄川ちょい飲み �札幌市� 
　・京極の森づくり支援 �京極町��

11月 
　・美登位の森びらき �石狩市��

12月 
　・ニュースレターVol.28発行 �札幌市� 
　・ezorock大忘年会 �札幌市� 
　・冬の支笏湖カルデラ 親子キャンプ �千歳市��

1月 
　・大樹つるつるキャンプ �大樹町� 
　・定山渓ウィンター・キャンプ・フェスティバル �札幌市��

2月 
　・旅する森のようちえん北海道・大樹町 極寒キャンプ �大樹町� 
　・馬と森づくり・馬搬ボランティア �苫小牧市� 
　・GREENDAY2018 �札幌市� 
　・森っこホリデー �苫小牧市� 
　・占冠ナイト �札幌市� 
　・ezorock2017報告会 �札幌市��

3月 
　・占冠メープルツアー �占冠村� 
　・春の支笏湖カルデラ 親子キャンプ �千歳市� 

環境対策活動 EarthCare 
2017年総括：RSRではDIYをキャンペーンブースを中心に発
信することができた。地域のお祭りではその機会を設ける
ことができず、来場者は「ごみを分別してもらう」意識が強
く、地域のお祭りにも課題があると感じた。(なご・もが) 
活動回数：19日(RSR’17・HTBイチオシ!まつり・石狩さけ
まつり・小樽ワインカーニバル等) 
活動人数：のべ665人 
結果：RSRオリジナルごみ袋配布26,000枚　 RSRecoアク
ションキャンペーンブース1,000人 
参加者の声：来場者の分別意識はイベント毎に違い、特に
RSRは分別に協力的な来場者が多かった。ごみ問題やその
影響をどのように来場者に伝え、意識をどう変化させるか
を考える有意義な活動だった。(10代女性) 

RSRオーガニックファーム 
2017年総括：畑の活動では様々な野菜のお世話を体験する
機会が多く、畑での野菜の姿に、参加者からは新たな発見
などの声も。また味噌作りなどプロジェクトとしては初めて
の体験も行い、食べることについて考える場面に恵まれた1
年間だった。(すみのふ) 
活動回数：体験ツアー18日　RSRじゃがいもの配布8回　出
店5日(アースデイ東京・RSR) 
活動人数 ：のべ101人 
結果：RSRじゃがいも配布359人 
参加者の声：思っていたよりも収穫の作業は難しく、自分で
実際にやってみなきゃ気づけないことがたくさんあった。実
際に畑に行くからこそ、自然と興味を持っている自分にも気
づくことができ、参加してよかった。 (20代女性) 

2017年総括：ボランティアには、自然を残すことをより理
解してもらうために、活動の締めくくりにレクチャーを行う
など新しい取り組みを行った。山岳情報交換会や登山道整
備イベントにも積極的に参加し山岳保全に関する情報やスキ
ルの習得を試みた。(よーへー) 
活動回数：活動25日間　フォーラム等での発表4回 
活動人数：のべ193人 
結果 ５か所以上の散策路の修復を行った。 
参加者の声：国立公園で観光をしたとき、しっかり整備さ
れ心地よく利用していたが、今回の活動のおかげで多くの人
の多くの活動によって支えられていることを知ることができ
た。また利用するときにはマナーを守り、設備を大切に
使っていきたいと改めて感じた。(20代男性) 

活動回数 301回　活動日数 356日　活動人数 のべ2,323人　活動地域 18市区町村　 

石狩体験キッズ「チポロ」 

澄川乾燥野菜研究所 Sumi Lab 

ポロクル 

ボラ旅北海道 

交流部 

野外音楽イベントや地域
のお祭り等にてごみの分
別ナビゲートを実施。活
動を通じ、「自分(達)の
ことは自分(達)で」とい
うDo It Yourself (DIY)
の発信を、「ごみ」を
ツールとして行っている。 

RSRで出た生ごみを自分
たちの手でリサイクル。
牛糞と共に畑へ運搬し、
混ぜて何度も攪拌。1年後
にできた堆肥を使用して
じゃがいもを作る。この
じゃがいもをRSRで来場
者の手に渡し、「見える
循環」を「はるきちオー
ガニックファーム」の一
角で実践しています。 

石狩周辺の森に眠る未利
用材の薪作りを通して、
森林と都市部の若者をつ
なぐ活動。豊かな森林を
次世代に残すため、森林
と離れている都市部の若
者に対して身近な木、森、
北海道の森づくりについ
て伝えていく。 

全国でも先進的な防災の
まち、澄川。澄川の更な
る防災力向上を図る。乾
燥野菜は軽い、長持ち、
手間いらず。防災だけで
はなく、日常でも使い勝
手が良い。そんな乾燥野
菜を普及させる活動を行
う。 

自転車をツールに札幌の
まちを作る。札幌の自転
車問題の解決やまちの活
性化を目指し、ルール・
マナー啓発運動に取り組
み、街中で“サイクルシェ
ア”と呼ばれる自転車を共
有する仕組みの現場運営
を行っている。 

札幌近郊にあり、身近に
自然を感じることのでき
る石狩で、子どもたちの
体験活動を行う。子ども
たちに自然体験の「場」
と「学び」を提供するた
め、石狩で自然体験プロ
グラムの開発と受入を実
施する。 

北海道を学びのフィール
ドに。道内各地のNPOや
市町村と連携し、教室で
学んだ知識・技能を課題
解決のための社会的活動
に生かすサービスラーニ
ングプログラムを実施す
る。 

プロジェクト「NINOMIYA」 大雪山国立公園旭岳自然保護プロジェクト 

日本最大の国立公園であ
る大雪山国立公園内旭岳
にて「旭岳自然保護監視
員」の方々と、自然保護
活動を行う。登山・観光
客に自然保護について呼
びかけるレクチャーや、
壊れた登山道の整備、高
山植物保護のためのロー
プはり等を行う。 

ご寄付・助成金 報道採録 


